
【 第五次総合計画上の区分 】
第３章 未来を創る子どもの育成 　

　Ⅰ 学校・家庭・地域の協働 [ 評価等の凡例 ]　　　　【実績】　　A－成果があった  B－少し成果があった  C－あまり成果がなかった  D－まったく成果がなかった　　 

　　１  協働体制の構築 　【中間】　　○－事業継続中　△－事業実施予定　－－事業中止　　　

指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 町内三小学校・中学校 116 1,497

（目的・内容） （目的）幅広い町民・諸団体の参画によって、「地
域全体」で子供たちの学びを支えると共に、「学
校を核とした地域づくり」を目指す。
（内容）学校支援ボランティアを調整し、学校の要
請により、学校支援活動を実施する。　地域住民
の発案による協働活動を具体化し、推進する。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費2,479千円　消耗品費48千円　賄費42千円

　Ⅳ 安心して子育てできる町
　　１  多様な保育ニーズへの対応

指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） こども園の４歳～５歳児

（目的・内容） 舞台芸術の鑑賞機会を提供し、こどもの情操教
育に資することを目的とし、演目の選定は町内こ
ども園と協議の上決定した。

（予算科目） 文化会館費

（主な経費） 自主事業費

（対象） 小中学校の次年度新入学児童・生徒の保護者 周知回数
（回）

4 3 75 参加者満足
度(％）

135 134 99

（目的・内容） （目的）家庭の教育力の向上
（内容）学校の協力を得て、各校の就学時検診、
入学説明会時に学校を会場として家庭教育に関
する講師を派遣する。開催時期は9～12月。講師
は学校と協議の上選定する。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 委託料（保育ルーム）8千円
講師謝礼44千円

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

特記事項成果指標 説明
（今後の方向性）

文化の振興、文化体験の
機会提供に資するもので
ある。

各園と連携しながら、引き
続き実施していく。

1

91 延べ参加サ
ポーター数
（人）

2,000

※11末
　現在

※11末
　現在

令和6年12月６日（金）実施
「3びきのこぶた」

３　幼児教
育の充実

Ⅴ３１

3 家庭教育事
業「子育て
講座」

〇 子育て講座の開催によっ
て保護者同士の交流、情
報交換の場とすることがで
きた。また、講座内容も次
年度新入学児童・生徒の
保護者が抱える不安を軽
減させるために役立つもの
であった。

保護者同士の交流、情報
交換のための貴重な場で
あるため継続していきた
い。

[ 開催実績 ]
・亀代小学校
　令和6年9月17日　38人
・山倉小学校
　令和6年9月24日　48人
・蓮野小学校
　令和6年9月13日　49人
・聖籠中学校
　令和6年12月13日 人（予定）

100 入場者数（人） 55 135 245 △３　幼児教
育の充実

Ⅴ３１

2 幼児鑑賞事
業

開催回数
（回）

1

令和６年度　社会教育事業評価

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 成果指標 評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

説明
（今後の方向性）

75 〇 コロナ禍で学校支援等に
係る協働活動の依頼やサ
ポーター数が減少したが、
依然としてコロナ前の水準
に戻らない状況である。一
方で、学校から要請のあっ
た子どもサポーター活動に
は、すべて応えることがで
きた。学校からはよい評価
を得ている。

コロナ禍による社会情勢の
変化や、定年後も働き続け
なければならない家庭の
事情などを鑑みると、以前
のようなサポーター数や活
動の水準に戻すことは現
実的ではないと考える。サ
ポーターの数や活動の件
数を増やすことを第一義と
とらえず、地域の諸団体や
組織、個人等とゆるやかな
ネットワークを築きつつ、持
続可能な活動にしていくこ
と、また、活動の充実や喜
び、楽しさを目標にして協
働活動を実施する。

特記事項

２　地域とと
もにある学
校づくりの
推進

1 地域学校協
働本部事業
（子どもを育
てる地域の
連携促進事
業）

事業計画数
（回）

128

資料 －１令和６年１１月末現在
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　Ⅴ 人生１００年時代の学び
　　１  生涯学習の展開

指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 町民

（目的・内容） 夏の思い出作り。
公民館のイベントは小学生以上むけが多いた
め、幼児向けのイベントを開催し、親子で足を運
んでもらう。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 謝礼22千円、

（対象） 町民及び近隣住民

（目的・内容） ①町民ボランティアおよび聖籠中学校生徒がペッ
トボトル風鈴を作成
②ペットボトル風鈴制作者、来館者が短冊を記入
③完成した風鈴を、町民会館プロムナードに展示

（予算科目） 公民館費　

（主な経費） 消耗品礼35千円

（対象） 町内スマホ初心者

（目的・内容） ドコモ新発田店（2名）によるスマートフォンの使い
方教室

（予算科目） なし

（主な経費） なし

（対象） 町民及び近隣住民

（目的・内容） 県博物館専門職員による歴史の講座

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 講師旅費　7千円

（対象） 就学前乳幼児、小学生の保護者、子育て中の主
に母親（裁縫初心者）

開催回数
（回）

5 0 延べ参加者
数（人）

10

（目的・内容） （目的）こども園や小学校で使えるかばんづくりの
支援。
（内容）社会教育課職員を講師として、時期は10
月下旬～12月上旬。全5回講座。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 委託料（保育ルーム）60千円

1.生涯学習
の推進

8 ちくちくハン
ドメイド講座

〇 [ 開催状況 ]
※現在講座開催中
期日：10月25日
11月15日、22日、29日
12月6日
会場：第2・3会議室
保育ルーム会場：和室

100 延べ参加者
数（人）

15 6 40 B1.生涯学習
の推進

7 歴史博物館
出前講座

講座開催回
数（回）

1 1

50

8月28日（水）電話編
9月6日（金）インターネット編

20 13 65 B 2回開催で、どちらも定員
に満たなかった。

講師のドコモが来年から有
料対応となるため、要検
討。

博物館専門職員からの歴
史の講座により町民に最
新の成果を紹介することが
できた。

参加者は少なかったもの
の、今後も継続予定。

開催日：5月26日（日）
テーマ：「はにわとどぐう・オリン
ピックとバンパク」

図書館共催事業

内　　容 活動指標

次年度も継続して行いた
い。

[ 開催状況 ]
展示期間：7月4日～8月2日

1.生涯学習
の推進

6 初心者向け
スマホ講座

講座開催回
数（回）

1 2 200 延べ参加者
数（人）

参加者数
（人）

－ － － A 多くの町民を巻き込むこと
ができ500個のペットボトル
風鈴を展示することができ
た。町民会館へ足を運んで
もらうきっかけづくりができ
た。

1.生涯学習
の推進

5 風鈴まつり 講座開催回
数（回）

2 1

100 参加者満足
度（％）

評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

説明
（今後の方向性）

特記事項

1.生涯学習
の推進

4 ちびっこ夕
涼み会

開催回数
（回）

1 1 70名の定員が満員となっ
た。アンケートでも楽しかっ
た、怖かった等の満足度は
高かった。

次年度も継続して行いた
い。

開催日：9月27日（日）
子ども70名参加

80 98 123 A

区分 No. 事業名等 成果指標
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指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 町民及び近隣住民

（目的・内容） 外部講師1名（植物療法士）による、植物に触れ
ることで香りで癒され自然の力で免疫力アップ講
座

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費（講師への謝礼）0円（協力で無償）、材料
費17千円

（対象） 町民及び近隣住民

（目的・内容） 外部講師1名（園芸療法士）による、苔玉のつくり
方、及び管理方法について学ぶ講座

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費（講師への謝礼）0円（協力で無償）、材料
費17千円

（対象） 町民及び近隣住民

（目的・内容） 外部講師1名による、座禅と写経を体験する講座

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費（講師への謝礼）7千円、材料費20千円

（対象） 町民及び近隣住民

（目的・内容） 外部講師1名による日本画講座

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費（講師への謝礼）7千円

シニアコー
ラス はまな
す

（対象） 町内在住の高齢者 期間中
回数（回）

25 0 発表会
参加・開催
（回）

（旧 聖山大
学ＯＢコー
ラス）

（目的・内容） （目的）高齢者に対し学びの機会と高齢者同士の
交流の場を提供する。
（内容）合唱指導、音楽祭への出演など

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 講師謝礼217千円

1.生涯学習
の推進

10 暮らしを彩
る『苔玉』づ
くり

講座開催回
数（回）

1 1 100 延べ参加者
数（人）

20

101.生涯学習
の推進

80 A ・友人と参加、ご夫婦で参
加等、幅広い年代の方か
ら参加していただけた。
・アンケートからも「土に触
れる楽しみができました。
材料などいろいろ選択で
き、個性が出て楽しかっ
た。」等の声が寄せられて
いたため、満足度の高い
講座であった。

1 100 指導者と連携しながら、今
後も継続。

16 「とても楽しく作れ、人数的
にも丁度良かった。家に
飾って楽しめるのも嬉し
い」「2つも作れると思わな
かったので、うれしかっ
た。」「大変落ち着く時間が
過ごせた。」との声があっ
たため、今後も継続しても
のづくりの講座を行ってい
きたい。

[ 開催状況 ]
期日：令和6年6月30日(日)
会場：小ホール
保育ルーム：0名

説明
（今後の方向性）

特記事項

バラの花びらを使ったハー
ブの効能を学ぶ、ハーブチ
ンキづくり体験を実施。リ
ラックス・リフレッシュし参
加された方からは「説明の
仕方が穏やかで聞き取り
やすかった。」「ほっとした
時間が過ごせた」「このよう
な講座をいっぱいやってほ
しい」との声があったため、
今後も継続してものづくり
の講座を行っていきたい。

1.生涯学習
の推進

13 〇 高齢者がいきいきと活動
する場の提供および同世
代との交流のきっかけづく
りになっている。

令和6年11月16日（土）
聖籠町音楽祭参加

1

世代間交流の機会にもな
り、継続して実施する。

80 A 町民が事業の講師となっ
ている。小学生からお年寄
りまで幅広い年齢層が参
加した。

1 100 延べ参加者
数（人）

12 干支を描こ
う！

講座開催回
数（回）

1 8

20 14 70 A ・小学校低～中学年の児
童の参加が多かった。
・親子どちらからも良い評
価を得ることができ、満足
度の高い講座であった。

金融関係に関する学びの
関心が高かったため、次年
度も講座の計画を立てるこ
ととする。

1.生涯学習
の推進

11 親子de学ぶ
キッズマ
ネー講座

講座開催回
数（回）

1 1 100 延べ参加者
数（人）

[ 開催状況 ]
期日：令和6年11月23日（土）
会場：小ホール
保育ルーム未設定
参加予定人数：8名

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 成果指標 評価

100

課題要因（成果・効率性・妥
当性）

1.生涯学習
の推進

延べ参加者
数（人）

9 植物療法
『ハーブチ
ンキ』づくり

講座開催回
数（回）

1 1 [ 開催状況 ]
期日：令和6年6月23日(日)
会場：小ホール
保育ルーム：0名

20 10 50 B ・親子での参加、友人と参
加等、幅広い年代の方か
ら参加していただけた。
・アンケートからも「大変良
かった。体験と知識のどち
らも満たされ、講師の方に
気軽に質問でき的確なアド
バイスをいただけた。」等
の声が寄せられていたた
め、満足度の高い講座で
あった。

[ 開催状況 ]
期日：令和6年9月21日(土)
会場：小ホール
申込人数：16人
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指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 町民及び近隣住民 4

（目的・内容） （目的）コロナにより多くの事業が中止となった
が、せめて来館される利用者には少しでも明るい
気持ちになってもらいたいと始めた事業。5年目
の開催。
（内容）クリスマスツリーの寄付を広く周知し、多く
のクリスマスツリーをプロムナードに飾る。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 消耗品

（対象） 投稿者:町内及び町内関係者 4 4 100 60 0 〇

（目的・内容） （目的）町内及び町内関係者に文芸発表の機会
を提供する。
　
（内容）4名で構成される編集委員会を組織し、7
月に原稿を募集、10月末を締切。編集者・投稿者
による7回程度の校正を経て、3月中に冊子を印
刷（部数200）。一冊500円で販売。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 委員謝金40千円、印刷代274千円

（対象） — 会議開催回
数（回）

2 2 100

（目的・内容） （目的）教育委員会に対して社会教育についての
助言を行う。
（内容）年2回　社会教育事業の事業計画と進捗
状況を報告し、意見を求める。委員14人

（予算科目） 社会教育総務費

（主な経費） 報酬260千円

（対象） － 会議開催回
数（回）

2 2 100

（目的・内容） （目的）公民館長の諮問に応じる。
（内容）年２回　公民館事業の事業計画と進捗状
況を報告し、意見を求める。委員12人

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報酬75千円

（対象） 町民 ー

（目的・内容） （目的）生涯学習やスポーツ振興の周知
（内容）上記の講座やイベントの周知を行う。

（予算科目） 社会教育総務費

（主な経費） 印刷製本費1308千円

1.生涯学習
の推進

14 メニー
クリスマス

周知回数
（回）

2 200

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 成果指標

ツリー数
（本）

60 0 〇 ・町民とともにつくりあげる
イベントであり、来館者の
目を楽しませることもでき
ることから、効果は高いと
考える。
・社会教育だよりでの周知
のほか、ラジオでの紹介
（ヤン気まレポート）や月刊
にいがた、、まいぷれ新発
田でもイベント紹介として
掲載していただいたことか
ら町のイベントとして開催
するのは妥当だと考える。

評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

説明
（今後の方向性）

特記事項

過去に寄付のあったクリス
マスツリーも含め、６５本の
ツリーを保管していること
から今後も継続すべきと考
える

[ 開催状況 ]
期日：11月30日～12月25日
ツリー受付期間：11月14日～12
月25日

町内企業から廃材の協力あり
令和2年度から実施

投稿作品数
（点）

文芸の灯を絶やさぬよう発
行を予定
しかし、常連の投稿者が高
齢化等で減少の懸案があ
り。

子どもから高齢者まで幅広
い層から投稿してもらうこ
とができた。近年、投稿数
が毎年減少傾向にあった
が、今年は成人式の案内
封筒に募集チラシを同封し
たり、ジャパンサッカーカ
レッジや敬和学園大学へ
作品募集を行ったりと周知
に注力した結果、投稿作品
数を増やすことができた。

1.生涯学習
の推進

15 「文芸せい
ろう」発行

周知回数
（回）

1.生涯学習
の推進

16 社会教育委
員

第1回－5月10日
第2回－12月6日

1.生涯学習
の推進

17 公民館運営
審議会委員

評
価
対
象
外

年間発行部
数(部）

※　4,800部
（契約部数）
×12か月＝

57,600部

57,600 57,600 100

評
価
対
象
外

同上

1.生涯学習
の推進

18 社会教育だ
より発行事
業

〇 社会教育分野に特化した
情報提供ができていること
から、成果及び妥当性は
高い。

講座の告知など様々な情
報を全世帯に発信できる
冊子となっており、今後も
継続。
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　Ⅴ 人生１００年時代の学び
　　２  青少年健全育成の推進

指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 小学校1年生～6年生 事業開催数
（回）

40 参加者数（人） 800

（目的・内容） （目的）週末の子どもの活動場所の確保、体験活
動の機会を提供する。
（内容）町公民館を主会場に、毎週土曜日の午前
中に子どもたちの体験学習の場、機会を提供す
る。延べ参加予定者800人

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費398千円　消耗品費45千円　バス借上料
60千円

（対象） 小学校5年生、6年生 周知回数
（回）

1 1 100 参加者数（人） 45 48 107

（目的・内容） （目的）児童の自然体験、三小学校の児童間の
交流の場の提供
（内容）青少年宿泊施設等を利用した野外活動体
験。沢登、野外炊さんなど。大学生ボランティアや
青少年育成員の協力により実施。
スポーツ振興業務委託事業(スポネットせいろう)

（予算科目）

（主な経費） スポネットせいろうへ委託

（対象） 年度末年齢２１歳（R2検討委により対象年齢の見
直し有）

1 1 100 105 61% A

（目的・内容） （目的）ふるさとへの愛着の醸成
（内容）対象者の自発的な式典の企画・立案によ
る式典の実施（実行委員会形式による）。対象者
約200人

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 消耗品（式典花、記念品等）57千円　アルバム印
刷費155千円

１　健全育
成体制の充
実

21 二十歳を祝
う会（旧：成
人式）

会議開催回
数（回）

参加者数
（人）

171 二十歳という節目を迎える
ための通過儀礼として妥
当性は高いと考える。ま
た、町外に転出した対象者
が参加しやすいように、お
盆帰省時期の8月に例年
実施することで一定数の参
加者が確保されているもの
と推察される。

人生の節目をお祝いする
イベントで必要不可欠、県
内で廃止した市町村は無
い。継続実施。

・R2に教育委員と社教委の対象
年齢見直しを含めた検討会を行
い、対象年齢を年度末20歳から
年度末21歳に変更した。

7月27日（土）・28日（日）

福島「国立磐梯青少年交流の
家」

１　健全育
成体制の充
実

20 わんぱく
キャンプ

A 自然の中での体験を通じ
て、さまざまなことを学ぶこ
とができた。

アンケートを参考に内容の
見直しをしながら継続して
いく。

評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

説明
（今後の方向性）

特記事項

１　健全育
成体制の充
実

Ⅳ１１

19 週末体験く
らぶ

〇 週末の子どもの居場所づく
りになっている。

継続して実施していく。

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 成果指標
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指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 町の青少年 事業実施数
（回）

2 3 150 育成員数
（人）

21 21 100

（目的・内容） （目的）青少年健全育成
（内容）有害図書等環境に係る実態調査、「わん
ぱくキャンプ」「お正月公民館まつり」などへの人
的協力（公民館との共催事業）。子ども110番看
板メンテナンス事業。委員数21人

（予算科目） 青少年問題協議会費

（主な経費） 報償347千円　旅費21千円

（対象） 町の青少年 協力事業数
（回）

2 2 100 協力等参加
者数のべ
（人）

10 0

（目的・内容） （目的）青少年健全育成
（内容）「わたしの主張（三市北蒲地区）」
「お正月公民館まつり」の共催
視察見学・研修会等の開催
「こども110番」看板ﾒﾝﾃﾅﾝｽ事業
「家庭でのメディアコントロール」標語事業（下記
参照）
「お正月公民館まつり」は、育成員が従事者とし
て運営に協力している。

※
納涼会、
わんぱく
ｷｬﾝﾌﾟ、
(予定)公
民館ま
つり

（予算科目） 青少年問題協議会費

（主な経費） 補助金196千円

（対象） 町内小・中学校の5年生児童・2年生生徒 生徒へ周知
（人）

288 288 100 作品点数
（点）

288 228 79

（目的・内容） （目的）子どもたちがメディアやネット依存にならな
いよう、その使用についての認識を深める活動。
（内容）町内小中学校の児童・生徒に家族で話し
合いながらメディアコントロールの標語づくりをお
願いする。その後とりまとめ、各校の入賞作品を
選定し発表。

（予算科目） 青少年問題協議会費

（主な経費） 町民会議へ支出する町補助金でまかない、参加
賞等60千円

（目的・内容） （目的）保護者組織への支援
（内容）協議会事業（町Ｐ連だより発行等）への活
動費助成

1 1 100 参加者数
（人）

100 106 106

（予算科目） 公民館費 ※
PTA・CS
合同研
修会

（主な経費） 補助金140千円

（目的・内容） （目的）育成会等の支援
（内容）集落の育成会や子ども会への活動費助
成

30 0 団体数（団
体）

20 21 105

（予算科目） 青少年問題協議会費 ↑前年
度実績

（主な経費） 補助金621千円

〇 学校と保護者が一体とな
り、よりよい教育環境の提
供を行うため、事業費補助
をおこなっている。講演会
開催、たより発行の一部に
補助されており、ＰＴＡ連絡
協議会の活動を支援して
いる。

講演会の開催及び機関紙
の発行など、家庭と地域を
つなぐ活動を展開してい
る。

※町民会議の母体で活動はほ
ぼ同一

１　健全育
成体制の充
実

24 「家庭での
メディアコン
トロール」標
語事業
（町民会議
事業）

〇 青少年の健全育成の対策
の１つとして、ネット環境の
利用について、家族で話し
合い、再検討させることが
目的。

令和2年度からの事業。
（明るい家庭づくり文集作
成事業に替わるもの）。
7月に小学5年生と中学2年
生に依頼。とりまとめし町
民会議委員により採点。12
月選考表彰。
今後も継続する予定。

青少年健全
育成事業

Ⅰ１１

26 地域青少年
健全育成活
動補助金

イベント活
動回数（回）
総数

〇 今回、アンケートをとったが
補助により様々な事業を行
えたとの意見があった。

今後とも子ども会等の活動
協力のため継続したい。

青少年健全
育成事業

Ⅰ１１

25 町ＰＴＡ連絡
協議会補助
金

町Ｐ講演会
開催数（回）

特記事項

１　健全育
成体制の充
実

23 青少年健全
育成町民会
議

〇 公民館事業を含め、様々
な事業を行い地域の青少
年健全育成に貢献してい
る。

地域の青少年健全育成活
動と共に、重要視される公
民館事業への人的支援を
継続していく。

協力事業参加数：
納涼会5名
わんぱくｷｬﾝﾌﾟ4名
公民館まつり？名（1月11日）

各校の優秀者3名を決め、町民
会議役員が各校で表彰を行う。

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 成果指標 評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

説明
（今後の方向性）

１　健全育
成体制の充
実

22 青少年育成
員

〇 公民館事業を含め、様々
な事業を行い地域の青少
年健全育成に貢献してい
る。

地域の青少年健全育成活
動と共に、重要視される公
民館事業への人的支援を
継続していく。
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　Ⅴ 人生１００年時代の学び
　　３  文化の振興

指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 小学校児童

（目的・内容） （目的）舞台芸術の鑑賞機会を提供し、児童の情
操教育に資する。
（内容）町内三小学校の教務主任と協議の上、演
目を選定

（予算科目） 文化会館費

（主な経費） 自主事業費（公演料）1,205千円、送迎バス借上
料214円

（対象） 中学校生徒

（目的・内容） （目的）舞台芸術の鑑賞機会を提供し、情操教育
に資する。
（内容）中学校と協議の上、演目を選定する。

（予算科目） 文化会館費

（主な経費） 自主事業費（公演料）979千円

（対象） 原則町内小中学生（一部町外加入者あり）

（目的・内容） （目的）専門指導者の合唱指導による技術の習
得、団員同士の交流、近隣市町の合唱団との交
流、町の文化活動の担い手を育成する。
（内容）週１回（木曜日）公民館で練習、近隣市町
で行われる発表会への参加など。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費583千円、　役務費（保険料）2千円

成果指標

文化の振興、文化体験の
機会提供に資するもので
ある。

学校と連携しながら引き続
き実施していく。

延べ入場者数（人）

評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

説明
（今後の方向性）

417 417 100 A 文化の振興、文化体験の
機会提供に資するもので
ある。

A

学校と連携しながら引き続
き実施していく。

期日：令和6年5月30日（木）
会場：町文化会館
演目：『スギテツ』

特記事項

２月に北区文化会館で開催の
「にいがた・ジュニアコーラスフェ
スティバル」に参加予定。

12 15 125 〇 新発田市文化会館での合
同発表会に参加した。合唱
団の活動周知、新規団員
募集の呼びかけを行うこと
ができた。

団員が減少傾向にあるた
め、新規団員の獲得に重
点を置く。

１　文化の
創造・遺産
の保存

29 せいろう少
年少女合唱
団

団員募集広
報（回）

10 10 100 団員数（人）

入場者数（人）１　文化の
創造・遺産
の保存

Ⅰ１１

28 中学校鑑賞
事業

開催回数
（回）

1 1 100

27 小学校鑑賞
事業

開催回数
（回）

1 1

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標

100１　文化の
創造・遺産
の保存

Ⅰ１１

期日：令和6年7月5日（金）
会場：町文化会館
演目：『宝島』

蓮野小　245名
山倉小　307名
亀代小　301名

100853 853
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指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 町文化団体・サークル及び町民 来場者数
（人）

2,000 2,373 119 アンケート
に基づく満
足度（％）

70 24 67

文化祭出品
点数（点）

500 452 90

歌謡祭観客
数(人）

710 410 58

（予算科目） 公民館費、文化会館費 アンケート
回答数

50 36 72

（主な経費） 委託料450千円、消耗品160千円等 回答率（％） 2.5 1.5 61

（対象） 合唱・吹奏楽団体、その他音楽愛好者（主にｱｺｰ
ｽﾃｨｯｸ）

10 11 110

（目的・内容） （目的）練習成果を発表する機会の提供
（内容）広報誌を利用して出演者を募り、文化会
館で発表会を行う。

（予算科目） 文化会館費

（主な経費） 消耗品費（プログラム作成用用紙）2千円

（対象） 町民及び近隣住民

（目的・内容） （目的）合唱を学ぶ機会の提供、サークル化への
育成支援
（内容）講師による講座を月1回開催、発表の機
会提供
（町音楽祭など）　毎回参加者約30人

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 報償費（講師への謝礼）182千円

（対象） 一般

（目的・内容） （目的）芸術文化に触れる機会の提供
（内容）落語やお笑いステージ

（予算科目） 文化会館費

（主な経費） 委託料3,520千円

（対象） 幼児～小中学生、幼児や小学生の保護者 周知回数
（回）

2 2 100 参加者数（人） 200 249 125

（目的・内容） （目的）子どもと大人の昔の遊びを通したふれあ
いの機会を提供する。
（内容）毎年1月上旬に開催。町民会館を会場に、
射的・お手玉づくり、かるた・羽子板・メンコ・コマ、
駄菓子屋、綿菓子などのブースを設営。青少年
健全育成町民会議と共催。

（予算科目） 公民館費

（主な経費） 謝金79千円、消耗品28千円、食料費71千円、備
品借上30千円　計208千円

説明
（今後の方向性）

60 参加者満足度（％）

多くの来場者にステージを
楽しんでもらうことができ
た。

内容を検討しながら、今後
も継続。

[ 開催状況 ]
9月7日（土）

※満足24、どちらと
も6、やや不満1、未
記入4

今後実施予定

評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

１　文化の
創造・遺産
の保存

Ⅰ２２

34 お正月公民
館まつり

△ スタッフ含めると285人参
加と過去最高となった。
一方で、スタッフの高齢化
で今後の協力が難しいと
の声もあり。

久しぶりの雑煮を提供し、
午後3時までの開催となっ
たが、協力団体より高齢化
等により負担が大きいとの
話もあり、次年度は開催内
容等検討が必要。

Ｒ7.1.11実施予定

100 入場者（人） 500 629 126 A１　文化の
創造・遺産
の保存

Ⅴ１１

33 自主事業
はまなす寄
席

開催回数
（回）

1 1

楽しい16名
どちらとも1

名

アンケート
回答者数
（％）

20 12.0

１　文化の
創造・遺産
の保存

31 町音楽祭 出演者・団
体数（組）

観客数 B 参加者は減少したが、出
演者は増加した。

今後も継続して行う予定。 [ 開催状況 ]
期日：令和6年11月17日（土）
会場：町文化会館

アンケート
に基づく満
足度（％）

アンケート
に基づく満
足度（％）

300 207 69

今後実施予定

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 成果指標

１　文化の
創造・遺産

の保存

30 文化祭（ふ
るさと芸能
歌謡祭）

B 文化系団体の作品展示に
よる創作意欲の向上につ
ながったものと考える。
見学者からも「すばらし
かった」等の評価する声も
多かった。

高齢化により作品数や参
加者数が減っている。

基本的には同様に行う
（内容については次年度の
文化祭実行委員会の決定
事項となる）。

11月3・4日の2日開催

（目的・内容） （目的）文化団体・サークルの発表の場の提供。
町民の鑑賞機会の提供
　
（内容）絵画・写真・生け花等の作品展示、茶会、
囲碁・将棋大会、芸能歌謡祭など。

特記事項

360 120 〇 講師及び役員が中心とな
り、主体的に会を運営して
いる。

将来的には自立した会とし
て運営をしてもらう方向とし
たい。

[ 開催状況 ]
4月から3月（月1回）　　全12回

3月9日（土）に文化会館で発表
会コンサートを開催

１　文化の
創造・遺産
の保存

Ⅴ１１

32 「みんなで
歌おう会」
講座

講座開催回
数（回）

12 12 100 延べ参加者
数（人）

300
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指標名 計画 実績 達成率（％） 指標名 計画 実績 達成率（％）

（対象） 文化財 周知回数
(回）

12 11 92 100 100 今後も文化財保護のため
継続して周知する予定。

（目的・内容） （目的）町有形・無形文化財の保護
（内容）町文化財の指定、保護管理の奨励、文化
財調査審議会の開催、広報誌を通じた普及啓
発、古民家の調査等
町指定文化財所有者に対する適正維持管理を奨
励するための補助金（有形37,000円、無形46,000
円）
（参考）町指定文化財数：建造物4点、工芸絵画
等12点、民俗2点　史跡記念物3点

※社会
教育だ

より
（11月時

点）

（予算科目） 文化財保護費 40 0 0 0

（主な経費） 審議会委員報酬　78千円　根上松管理委託料
968千円　文化財維持管理補助金（6件）203千円

（11月時
点）

（対象） 埋蔵文化財 埋蔵文化財
保護状況
（％）

100 0 調査未実施
による文化
財の破損件
数（件）

0

（目的・内容） （目的）文化財保護法に基づく保護
(内容）
開発前に遺跡の有無を確認。ない場合でも状況
により試掘調査を行う。ある場合は工法により協
議を行い調整する。開発により遺跡が保護されな
い場合は発掘調査を行う。

（調査実施
件数/要調
査件数）

（予算科目） 文化財保護費 現場調査回
数（回）

20 0

（主な経費） 賃金3,909千円、委託料5,308千円、借上料1,482
千円

（対象） 町内の小中学生 出前授業実
施回数（回）
資料館含

3 3 100 延べ参加者
数（資料館
含む、　人）

135 135 100

（目的・内容） （目的）生徒・児童に町の歴史や文化・産業・偉人
について学んでもらう。
（内容）役場職員等が小中学校に出向き、授業を
行う。

その他、民俗資料館の説明解説も行う。

※↑当課 ※↑当課

（予算科目） 文化財保護費 100 100 100 100 80 80

（主な経費） なし

アンケート
回収率（％）

アンケート
に基づく満
足度（％）

11月後半　蓮野逆川地区ほ場
整備試掘調査中

評価 課題要因（成果・効率性・妥
当性）

説明
（今後の方向性）

特記事項

１　文化の
創造・遺産
の保存

37 ふるさとだ
いすき講座

A 今年度より、総合政策課か
ら町のお金の使い方につ
いての授業が追加となっ
た。
当課並びに図書館（偉
人）、東港振興室（東港）、
産業観光課の授業は昨年
度と同様に行った。

令和4年度からの事業。
町をより知ってもらい、郷
土愛をはぐくむ事業である
ことから今後も実施した
い。

１　文化の
創造・遺産
の保存

36 埋蔵文化財
保護事業

評
価
対
象
外

１　文化の
創造・遺産
の保存

35 文化財保護
事業

文化財周知
状況満足度
（％、文化財
審議会委
員）

文化財破損1件は1月1日の地
震による大野家表門の一部剥
落

区分 No. 事業名等 内　　容 活動指標 成果指標

〇

現場調査回
数（回）

文化財欠
損・破損数

（件）

9／9


